
 

 

４ 五卿守衛者の無法 

 

五卿の警護のため、九州 5藩（福岡・久留米・佐賀・熊本・薩摩）から 750 余名にものぼる守衛

の者が滞在し、太宰府のまちはにわかに活気付きました。 

 慶応 2（1866）年 8 月、小鳥居小路に住む医者が何者かに切り殺されるという事件が起きまし

た。目撃者によると、侍

の恰好をした2人の人物

が、刀を振りかざして住

民を追いかけたり、見廻

りの足軽を切り付けた

りしたと言います。犯人

は捕まらず、薩摩藩の五

卿守衛のものだったと

いう噂だけが残りまし

た。 

幕末の京都では、新撰

組の活躍など、血で血を

洗うような事件が頻発

していましたが、当時の

太宰府も、なかなか物騒

だったのかもしれませ

ん。 

 現在の小鳥居小路の街並み 

テキスト注釈
しんせんぐみ。幕末期に幕府によって編成された浪士らの武力組織。はじめ浪士組として結成、京に上ったが分裂。その後、近藤勇、芹沢鴨らは京都守護職松平容保（まつだいらかたもり）のもとで組織を再建、新撰組と称した。市中取り締まりや尊攘派浪士の鎮圧などにあたった。





